


要約:1991～1993 年に 9 つの施設を退院した多胎児の妊娠から乳幼児期早期の問題をアン

ケートにより調査した。その結果,妊娠早期から母体の精神的,肉体的ストレスが高く、ア

ンビバレントな心理状態に容易に陥ってしまう。この状態は出産後も児の入院,実際の子

育て期間にも持続し,それを助長しているのは公的,私的な支援の貧弱さにあると考えられ

る。また不妊治療による多胎が 30%以上を占め,今後この点にも着目する必要がある。


